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（縦横約2nm 厚さ 0.6nmの珂1分にふくまれる 2コのアノレコ一ル
分子（ノ、ツチ〉 と水分子の千億分の1秒間の軌跡を示す。 ノ
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I ：~ 科 $}!.I~人民志願者数倍
石』進学科 80人｜ 185人
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臭化銀単結晶面上における塩化銀のエピ
タキシャル（配向重複）成長予想図
で合成し，天然に存在して，小量で特異な効果を
示すような物質を合成するだけでなく，さらにそ
れ以上の機能を示す物質の合成を試みている。
く天然物有機化学講座＞においても有機スズ化合
物の合成に長い伝統をもち，これを利用して新し
い合成プロセスを開発している。また分子の立体
的な査みについて独自の研究を進め高い歪みをも
っ新しい化合物のいくつかの合成に成功した。
く工業生化学講座＞では酵母や微生物のさまざま
の環境下での生理を研究し，これらに含まれる種
々の酵素の性質や反応機構，生合成調節機構を解
明し，これを利用して各種物質の合成や分解を行
い，有機反応触媒としての能力を発揮させるため
精力的に実験を進めている。
以上の各講座の研究内容にみられるように，こ
の教室における研究は化学の基礎にしっかりと連
らなっており，その先端をリードするものである
が，単に自然、現象の解明 ・理解に満足するだけで
なく，その利用において人類社会の福利に貢献す
ることを目的としている。一教室ではあるが化学
およびその周辺領域に及ぶ広い範囲の研究が行わ
れているため，教室の研究力を集中するという事
は難かしいが，研究者相互の啓発 ・刺激には恵ま
れた環境というべきであ り，将来も先導的 ・開拓
的な教育 ・研究が進展するものと期待される。
（工学部）
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